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は じめ に

特定 非営利活 動法人愛 知 アー ト・ コ レクテ ィブが200 2年の発足 か ら 7 年 を迎 えた。活 動 は、 ここに来て新 しい手応 え

を感 じる様 にな った。 この論文 は、以前 書か れた 「アー トN P O の地 平」 の続編 で あ り、書 き下 ろ しで あ る。 また、

愛知 アー トコレクテ ィブの活 動の記録 で もあ る。（関係す る事項 の年 月は西暦 とした。）

ラ イ フ レ ヴ ュ ー ア ー トへ

1 、 は じめ に

アメ リカの リーマ ンブラザーズ の経 営破綻 に端 を発 し

た世 界金融不 況 は、 昨年末 か らこの 国 を席巻 し、特 に派

遣労 働者や ワー キ ング プア と言われ る人 たちの生活 を直

撃し て い る 。 これ は セ ー フ テ ィ ネ ッ ト（注1）に 対 す る 政 治

の無 策 と言 う事が 出来 るが、 経済の 自由主義化 とグロー

バリズ ム に 因 る とこ ろ が 大 きい 。 こ れ は 経 済 に 限 っ た こ

とで は な く、 戦 後 日本 にお け る ア メ リ カの ラ イ フス タイ

ルやポ ップ・ カルチ ャー の影響 が強 く、政治 、経済、社

会、教育 にいた るまで 「アメ リカの影 」の浸透 は早 かっ

た。特 に美術 の世界 で は19 6 0年代か ら70年代 の 「アメ リ

カ現代 美術 」の影響 は凄 ま じか った。 昨年12月の 「美術

手帖」の創刊60年 の見 開 きを見れ ば、 この 国の美術 の流

れが視覚 的にも良 くわかる。（特集 美術手帖60年 史～

7 30号 の歴史が この一冊で体感

できる ）美術手帖は、戦後す

ぐの 19 48年 に創 刊 してか ら2 00 8

年で60年、 人間で言えば昨年で

還暦 を迎 えた。特 に60年代 には

アメ リカの現代 美術 の紹介 を中

心とした紙面 が展 開 され た。 そ

れは同時に高度経済成長に裏づ

けされた消 費社 会 の到 来で あっ

たと も言 え る 。

1980年代 から本格的に始まった大衆消費社会や現在の

「 格差 社会 」 で は、 同 じ労 働 であ って も働 き方 に よって

全く違 っ た賃金体 系 が許 され る社 会 にな って しまっ た。

（ 同一賃金、同一労働、最低賃金の破綻）そこには働 く

側の権利 はな く、 専 ら資本 の側 に有利 に作 られ てい る。

大衆消費社会では、消費が優先 し労働の価値などは問題

にも され なか っ た。 労 働 の 中身 を問 題 にす る労働 価値

誕注2）は誤 りで、商 品化 や使 用価 値 を中心 とす る価 値 形
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態議 注3）が正 解 だ と言 わ ん ばか りで あ る。 実 際、大 衆 消

費社会 にお いて は、 同様 の使 用価値 を持つ 商品で も、 ブ

ラン ドの ロゴが付 いてい るだけで数 十倍の交換 価値 を持

って しまうこ とが ある。そ の ことが価 値形態 論の優位 を

導き出す こ とに なる。80年代 は、総体 的 にバ ブ ル景気 で

大衆的に賃金が上昇 した錯覚で、労働価値説のことは表

面化 しなか った。 しか し、「格差社 会」 におい ては、「ワ
ーキ ン グ プ ア 」（注4）と い っ た 言 葉 に象 徴 され る よ う に 、 労

働の抽 象性が 崩壊 してい るこ とが 明 らか とな り、労働 価

値説 の セ ー フ テ ィ ネ ッ トが 問 題 化 さ れ る よ う に な る 。「抽

象的人間労働 」 は近代 資本制 につ きまとう亡 霊 なのであ

る。労 働価値 説 は、今 日の社 会で は決 して実 現 されない

だろ うが 、 か とい っ て 払 拭 さ れ る こ と も な い 。 マ ル ク ス

がそ う で あ っ た よ う に 、 貨 幣 フ ェ テ ィ シ ズ ム の 秘 密 は 、

商品 フ ェ テ ィ シズ ム に 含 ま れ て い る と見 な され る の で あ

る。 これ は明 らか な間違 いで、労働価 値説 こそ、重 要 な

ポイ ン トで あ る 。

ア ー トは作 品 を販 売 す る とい う経 済 的 な行為 の なか

で、 商品化 の呪縛 にかか り、初 めか ら商品 フ ェテ ィシズ
（注5）

ムに飲 み込 まれて いる。 これは特 にスーパ ー フラ ッ ト

などの 論 議 に見 ら れ る 如 く、 フ ィ ギ ュ ア ア ー トや シ ョ ッ

プ化 した作 品に著 しい。作 品が売 れる とい う事 が持 て は

やされ るあ ま り、交換価 値 として の価値 形態 論が先行 し

労働価 値説 の ような制作 過程 の意味 を見 出す事 が不 毛 と

される。 アー トは何 の疑 問 も持 たず に顧客 ニーズ を的確

につ かんで製 品計画 を立 て、 最 も有利 な販売 経路 を選ぶ

ことな り、金儲 け として商 品化 される。そ してそ れに飽
や ま

き足 らない部分 で常 に疾 しさだけが残 るの であ る。

2 、 パ ブ リ ック ア ー トの破 綻

世界 同時経 済不況 は1930年代 の アメ リカの大恐慌 を彷

彿とさせ る。 その こ とはルーズベ ル ト大統領 に よって進

められたニ ューデ ィール （新 しい契約 ）芸術 政策 を思い



起こ させ る。 ニ ューデ ィー ル政 策 は一般 的 には大規模 な

公共工 事 による雇用 の創 出が 言われ るが、 目玉 は人 々に

夢と希 望 を与 え る文化 的 な芸術 プ ロジ ェク トの設立 にあ

った。それ は壁 画制作 と教 育 プログ ラムの奨励 や60 0名

にも上 る芸術 家の雇用 な どが含 まれ る。 ニューデ ィール

政策で最 初 に行 われ た芸術 プロ グラ ムは、「公共 事業 芸

術プ ロ ジ ェ ク ト （ P W A P ）」 で あ る。 プ ロ ジ ェ ク トは

6 カ月間続 き雇用 プ ログラム と して公 共建築 や公 園に設

置する芸術作 品 を制作 す る ことで アー テ ィス トに職 を与

えた。芸術へ の支援 は国民 の精神 を高め、 ア メリカ文化

を青 くみ、 国家 に新 た な文化 的精神 を吹 き込 む成 果 を も

たら した。 当時、 ルー ズベル ト大統 領が考 えていた こ と

は、 19 4 1年 3 月 ナ シ ョナル・ ギ ャラリーの竣工式 の演説

にも見 る こ と が で き る。「ア メ リ カ 国 民 は 、 芸 術 とは 外

国か らや っ て来 る もの、 他 の大 陸か ら輸入 され る もの、

彼らの時代 の もので はない もの、自分 が関 わ らない もの、

休日や祝 日に警備 された建物へ見 に行 くもの であ る。 と

評論家 や教師 か ら教 え られ て きた。しか しこの数年 間で、

われ われ は自分 た ちが芸術 を所 有 してい るこ とに気付 き

はじめている。」その後、芸術・文化の社会的便益 につ

いての研 究 に加 え、芸術 を享受 す る観客 に関す る分析 も

進む。美術館の空間の拡大 ＝公共空間の拡大、公園や公

共建築 物の 中 に作 品が展示 され るよ うになって行 く。建

物建 設 に伴 う「アー トのため の％」プログ ラムの導入 は、

芸術へ の投資が経済活動の新たな需要や雇用創 出など

「 景気対 策 に も寄 与す る」す るこ とを証 明 した。

アメ リカの現代美術 の転移 は、 その後、 吹 き荒 れたマ

ッカー シズムの屈折 した反 共主義 を経 て、 1960年代 に至

り、 ア ー トの 流 れ が ヨ ー ロ ッパ か ら ア メ リ カ に移 行 す る

のは良 く知 られた ことであ る。公 共空 間でのパ ブ リック

なアー トの展示 が始 まるが、そ れはかつ ての富裕 な財 閥

のパ トロ ンに替 わ る中産 階級 の市 民の登場 で あった。

この事 を表す象 徴的 な事件 として リチ ャー ド・ セ ラの

『傾 い た弧』 撤 去事件 が 挙 げ られ る。 1981年、 ニ ュー ヨ

ー クのマ ンハ ッタンの連 邦 ビル前 広場 に、巨大 な錆 びた

鉄板 を弓形 にそ らせ た 『傾 いた弧』が 設置 された。 とこ

ろが、ビル に働 く人 々のあい だか ら、景観 の邪魔 にな る、

そ れに、 も し倒 れで もした ら危 険 この上 ない、 と抗議 の

声が起 こ り、 結局、作 品 は 8 年後 に取 り払 われた。 この

作 品の登場 は様 々な議 論 を呼び、作 品は撤去 され た もの

の都 市 空 間の様 々 な問題 を提起 した。「公共 」 とい う考

え方が 市民 の側 か らの異義 申 し立 て に よ り論 争 とな る。
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これ は市民社会 の成熟 度が増 した証 明で もあった。 ヨヒ見目 ノ坑

として は 展 示 す る 「場 」 の パ ブ リ ッ ク ・ ヒ ス トリ ー の研

究の広 が りが あ る。 この事件 を機 にパ ブ リ ックアー トの

流れ が 大 き く変 わ っ て 行 くこ と に な る 。 実 際 、 ア メ リ カ

では9 0年代 か ら環境 アー トや、多民族 国家 を繋 ぐコ ミュ

ニテ ィ ア ー トな ど、 様 々 な オ ル タ ナ テ ィ ブ ア ー トが 登 場

した 。 そ こ で は ア ー トが 地 域 コ ミュ ニ テ ィに も た らす 社

会的便益が強調された。

▲ R ．セ ラ 『傾 いた弧』 1 9 8 1年

日本での公共的な意識は、国家が国民に法や政策 を提

供し、 指導す るとい う啓蒙 的な ものが多 い。 そ こでは全

ての事柄が共通の利益 として決め られ、公益性、情報の

公開性 が求 め られ る。 しか しこれ らは 「タテマエ」 で し

かないのが 「ホ ンネ」で あ り、 国家 と公共 が一体 であ る

とい う認識 か ら、 国家が常 に公共 を提 供 し定義す る意識

が一 般的 とな ってい る。

身近なところでは、碧南市の藤井達吉現代美術館問題

がある。 1990年代、詩人の永島卓氏が市長に就任。彫刻

のあ る街作 りを推 し進 め、 この地 方で は碧南市 は文化先

進市 と言 わ れ て きた 。 い わ ゆ るパ ブ リ ッ ク ア ー トの 奔 り

であ る。 昨年 4 月の市 長 選で 美術館 問題が 争点 にな り、

経済的な税収の落ち込みを理由に前市長の文化政策を批

判した市 長が 当選 した。市 は市 議会 の賛同が得 られ ない

ことを理 由 に購 入予算 150 0万 円 を断念 した事 が新 聞に報

じ られ た。藤 井達 吉美術 館 なの に藤 井の作 品は少 な い。

「 ぜいた く品で1 市税が落 ち込んでいる今は購入時期で

はな い」（中 日新 聞） と言 うの が市 議 会 の見 識 ら しい。

それでは何のために美術館を作 ったのか。経済・税収の

落ち込み で全 て を語 る悪 しき見識 としか思 え ない。 文化

政策で必要なのは情報開示 と、市民参加である。議会や

行政側 はその こ とを今 だ見抜 く事 がで きてい ないので は
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ないだ ろうか。幸 いその

後、民間 レベルで商工会

議所 が買い取 りに名乗 り

を上 げた。

野外彫 刻、パ ブ リ ック

アー トの実施 は見 慣 れた

風景 としてのエ ッフェル

塔原理 （啓 蒙 とい う19世

紀的発想 ） と して機 能 し

てきた。 それ は論争 防衛

のた め の レ トリ ック に な

ってい く。 その後、 碧南

の空 と大地 の 間展 （2 0 08年 10月 4 日～ 12 月 7 日・ 碧 南市

藤井達 吉現代 美術 館）「 まち を彩 る彫刻 た ち」 と題 され

た企 画展が 開催 された。企 画展 では論争 の具体例 として、

「 何 が問題 なのか」 が紹介 され てい ない。 これ では前 市

長の顕 彰 としか見 えて来 ない。 注 目すべ き事 は碧南市 が

これほ どの野外 彫刻 を集め、文化 先進市 と しての役割 り

を示 してい た事 であ る。そ の ことに驚 き◆と敬 意 を感 じた。

美術館側 は 3 月に はア ンデパ ンダ ン展 な どを企 画 してい

るが、今 後の活動 が注 目され る。 それ は彫刻、 アー トの

概念 を市 民の レベルへ、 ムー ブメ ン トとす る事 が必要 で

あろ う。 つ ま り新 しい ア ー トの 必 要 性 が 求 め られ る 。

3 、 回想 法 と して の ア ー ト

199 0年代 に入 って め ざ ま しい展 開 を見 せ て い る 回想

法・ ライフ レヴューの動 きは高齢者社 会 を迎 え るなか に

あって注 目を集め てい る。従 来、 ノス タルジーや 回想 は

「 過去 に執 着す る否 定 的な行為 」 とされて いた。 元 々は

ア メ リ カ の 精 神 科 医 で あ っ た ロ バ ー ト・ バ トラ ー （R ．

B u tle r） の ラ イ フ レ ヴ ュ ー とい う考 え 方 に 基 づ く。 回想

法は、 バ トラー によって 19 60年代 初頭 に始め られた心理

療法 であ る。バ トラーは、高齢者 が 「老 いの繰 言」 と し

て疎 まれてい た思 い 出につい て語 る行為 も意味 があ る も

のだ と考えた。 高齢者 の回想 は「過去 との折 り合 い をつ

けて未来 に向 う」「生 きて きた意 味 を再考 し、 自尊 心 を

高め る」 な どの心 理学 的な意味が あ る。 自分の人 生 を整

理し、 む しろ奨励 され て よい 自然 で、普遍 的 な過程 で あ

る。主 に高齢 者 を対象 と した もの と考 え られて い るが、

これ は認知 症や 自閉症 に も対 処で きうる。今 で は健 常 な

高齢者 について も、身体 的健康 の みな らず、 精神 的健 康

を も維 持す る こ との重要性 が再認識 され てい る。 つ ま り

認知症 や精神 的 ケアに有効 とされる。

方法 は簡単 に言 えば、「 1 対 1 も しくは少数 の集団 で、

昔 の思 い 出 な ど を語 る 」 とい う こ とに な る。 こ う した 昔

語 りこそが 回想 法 であ る。 これ は 日常 の 中で 自然 と行 わ

れ てい る。そ の ため、何 も特 別 な もの とは思 わ ないが、

昔の事 を語 るこ と、 その ものに意味が あ る。 またそ れは

現在の置かれている状況 を把握するすべ を提供する。

高齢者の回想法ではしば しば「手続 き記憶」が活躍す

る。手続 き記憶 とは、 自転 車 に乗 る、大根 を包丁 で切 る

な ど、言葉 で説 明で きないが 「身体 」が覚 えた記憶 、つ

ま り「身 につい た記憶」 であ る。 手続 き記 憶 は、 年齢 を

重ね て も、 た と え 認 知 症 に な っ て も残 りや す い と も言 わ

れてい る。 五感 をフル に使 い、 身体 を繰 り返 し くぐ りぬ

けた体験 は忘 れ られに くい。

記憶 は「写 され た写真 」で な く「措 かれた絵 」に なる。

すなわ ち 「正 しい」記憶 が そ の まま残 る こ とは まれ で、

厳密 に 「正 しい」記憶 な ど存在 しない。記憶 は歳月 と共

に、塗 り替 え られバ ァー ジ ョンナ ップ され る。問題 なの

は記憶が「正 しい」かは、それ程重要ではない。脳に残

る記 憶 は幻 想 で あ り、 心 の メ タ フ ァ ー （比 喩 ） と も言 え

るか らであ る。 人生 のネガ ティブ な記憶 を、楽 し く、希

望に満 ちた ものへ 塗 り替 え、想 像力 を豊か にふ くらませ、

今の思 いを未来へ 繋 げてい く。 そ こにこそ アー トの起つ

べき可能性 があ る。

4 、 回想 法アー トの試み実施例

記 録 活 動 記 録 と して の 「 ラ イ フ レ ヴ ュ ー ア ー ト」 は 、

第一段 階 と して似 顔 絵 を描 きなが らイ ンタ ビュ ー をす

る。対象 となる高齢者 の方 か ら、好 きな ものや仕事 、家

族な どの個人 史 を聞 き取 りを し、そ の情 報 を元 に して空

き箱 に コ ラ ー ジ ュ しな が らお 一 人 の 個 人 ミュ ー ジ ア ム を

制作す る試み を行 なった。

事前の準備について、

プ ログ ラムの導 入 を打 ち合 わせ す る。（参加 者の募 集）

回想 を促 す手が か りと して似顔絵 を活用 す る。制作 され

た作品を展示。展示 を交えた交流会の開催。

展示 ／ 日時2 0 08年 11月 18 日 （火） ～ 12月 1 0 日 （水） まで

展示。午前 10時～午後 4 時 場所／特別養護老人ホーム

「 オー ネス ト桃花林 」 1 階 喫茶 室画廊

6 3



小牧市大字上末字道場580番地 1

電話 0568 －78 －3300

出品者／名古屋 造形大 学・ メデ イイア造形・ 交流造形 3

年生 8 名 協力 ／ オー ネ ス ト桃花 林 の入所 者 の皆 さん。

主催 ／ （福 ）紫水会 オ ーネス ト桃花林・ アー ト講座 実行

委員会 後援 ／名古屋 造形 大学 アー トプロデ ュース コー

ス研究室

1 回 目／ アー トN P O の 地 平 （講 義）

1 0 月 20 日 （月 ） 大 学

一回 目はアー トN P O の必要性、歴 史 的な流 れか ら具体

的なアー トN P O 作 りまで、映像 を使 った講義 。施設 で

の自分 の ネ ー ム プ レ ー トの 作 成 を行 な う。

講義 の内容 は以 下の とお り。

A 、 N G O ・ N P O が必要 とされ る事情

B 、最 近の 「アー トN P O 」 の歴史 的背 景

（A 、 B につ いて は「 アー トN P O の地 平 」鈴 木敏春

名古屋芸術大学紀要 2007年 に詳細）

2 回 目／ 10 月 2 7 日 （月 ）

二回 目は特養老人ホーム「桃花林」施設見学。 6 名 の入

居高齢者 と面談。似 顔絵 を描 き、 聞 き取 りメモの作 成。

ミュージアム ボ ックス制作用 の資料作 り。

スケ ッチブ ック、色鉛筆等 筆記用 具、 コ ピー資料 、 ア ン

ケー ト持参 。急 がず時 間 をか けて、繰 り返 し繰 り返 し語

られ る対 象 者 の 言 葉 を、 こ こ ろ を こめ て聴 く。 あ ま り誘

導した り、時 間的順序 を正 した りはせず に、聴 く。

似 顔 絵 を措 きな が らイ ン タ ビュ ー 。 生 まれ 育 っ た と こ

ろ、好 きな食べ 物、以 前の仕事 、健康 のため の心掛 けな

どを記 録 カー ドにメモ を しなが ら記録 す る。下 の写真 は

学生の似顔絵に覗 き込む A さん92歳 。高齢だが昔の記憶

ははっ き りしてい る。東京 の高 円寺 に家が あった。近 く

に日蓮 宗の大 きなお寺 が あった こ とな どを話 す。 4 回 目

の学 生 との交 流で、 学生 の出身が蒲 郡 と分 か る とA さん

は昔 、蒲郡 プ リ ンスホ テルに夫 と泊 まった事 を思 い出 し

た。 普段、伏せ がち な表情 が一 瞬明 る くな った。そ の後 、

施設 の展 示 会場 に娘 さん と訪 れ、昔 話 を して下 さった。

施設 は07年 の 4 月に オープ ン したが、参加 者 の高齢者 に

A さん と同 じ東京 か ら入居 され た K さんが見 え、その後、

喫茶室で会話が弾む。下の

▲ち く ち く

「 ち くち く」 が 、 K さ ん を テ

ー マ に制作 され た作 品。

K さ ん も同 じ9 2歳 。戦前

には都立大学の前で洋裁

店 を営 んで いた。昔 は海

軍 さんの将校 の奥 さん方

を集 めて洋裁教 室 を行 な

っ て い た とい う。 今 で も

施設 内で元気 に刺 し子 を

制作 して いる。

1 1月 4 日（火）大学

三回 目 は 回想 法 ア ー ト と して の「 ミュ ー ジ ア ム ボ ック ス 」

の製作。

展示 用 の空 き箱 、接 着剤 、 はさみ、 カ ッター

取材 メ モ ・ ア ンケ ー トを題 材 に して ミュ ー ジ ア ム ボ ック

スの制作 を行 な う。

箱 はお菓子 や靴箱 な ど身の 回 りにある もの を使 用。 コ

ラー ジュ を箱 のなか に学 生が埋 めて い く。実 際 はお年 寄

りが 制 作 す る 方 法 （コ ラー ジ ュ療 法 ） もあ り う るが 、 今

回は学 生が対象 者の個 人の ミュー ジアム ボ ックス を作 る

事に主眼 を置 いた。作 家 としての学 生の参加 であ る。 2

回目に参加 出来 なかった学生 は 自分 の祖父母 の ミュー ジ

アム を作 る事 で参加 した。 ただ最近 は核家族 が多 く祖 父

母と同居 してい ない現 実 に直面 した。12名 の講座 であ っ

たが結果 的に は 8 名 のみ の参加。

「家族 」 を保持 す る活 動力 （＝家事 ） はモ ノ を介 して、

見えて くる。初 め て会 う他 者 の記 憶 で さえ、引 き続 き、

記憶 に止 め るこ とで幾度 も物語 る ことで回想 し想 起す る

ことを促 す効果 があ る。

1 1 月 1 7 日 （月 ）

四 回 目は 「 ミュ ー ジ ア ム ボ ック ス 」 の展 示 。

展示・記録 と交流

似顔絵 と個人 の ミュー ジアムボ ックスの展示 は、過 って
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で脳の活性化 を促進させ、生 きる意欲の増進に役立つ。

開設 して まだ一年 ほ どの施設 であ ったが、入居 者間 の話

題作 り と な り、 会 話 が 生 まれ る よ う に な っ た。 幸 い す の

人が多 いの で、学生 の提 案 に よ り展示 の 目線 を低 くした

り、現 場で の作 業の展 開が良 い試み とな った。 この よ う

二三r l・ L 】 ユ ーI  t  l ′ 、 ＿ ＿ ． ． 、 ． 、 ■

現されてい る。展 示 され るこ とで同時代 的 な体験 が共通

の話題 を生 む。

これ らの交流 を通 して施設 内での会話 が進 み、次の企

画に進 む こ とがで きた。



よ く「終 の棲 家」 と言 う言 葉が ある。そ こで思い描 く

のが残念 なが ら「特 養 」 と「病 院」。私 の母 は晩 年 を特

別養 護老人 ホーム （特 養） で過 ご した。死期 を感 じる と

人間はかつ ての一番辛 い 「思 い出」 が蘇 る。40年ぶ りに

会った叔父 の一人 に母 は 「家 が焼 けち ゃったね」 と泣 き

なが ら語 りかけた。意 識 は しっか りしてい た母 が、 どう

したのか と戸 惑 ったが 、昭和20年 3 月 10 日の東京 大空襲

で淀橋 の家が全 焼 し、 その時、祖 父 と 3 人で命 か らが ら

逃げ惑 った事 が思い 出 され たのだ った。涙 なが らに叔父

に語 りか ける母 の顔が忘 れ られない。

北川 フラム さんの講演 会の打 ち上 げの夜 に弟 か らの電

話で誤飲 による急 性肺炎 で意識 が な くな り、病 院へ強制

入院 とな ったこ とを知 らされ た。特養 の話で は連 絡が付

かず 緊急 入 院 させ た と言 ってい たが、「看 取 り介護 」 の

打ち合 わせ の段 階 で あっ た。 緊急 治療 室 で 「か あ さん」

と呼 びか けてみたが、反応 はなか った。 すで に母 の体 に

は何本 もの管が入 れ られてい た。 な によ りも衝撃 を受 け

たのが、 口に挿入 され た呼吸器 と、首 を弓の よ うにの け

ぞらせ た体勢 であ った。気 道 を確保 す るためで あろ う と

いう こ と は理 解 で き るが 、 あ ま りに も不 自然 な そ の 姿 勢

に言葉 を失 った。 この非 人間的 な延 命治療 に多 くの家族

が付 き合 わ されるのが 日本 の医療 の現状 であ る。

2006 （平成18 ）年 4 月、改正介護保険制度が施行され、

「 看 取 り介護 加算 」が 導入 された。 その年 の大 晦 日に母

は病 院で亡 くなった。

「 紙版画で年賀ハガキを作 ろう」

2 00 8年 末 に紙版画 に よる年 賀状づ く りを行 な う。

講師 は源 安 孝 さ ん （イ ラ ス トレ 一 夕ー ）

日時／ 12月 2 1 日・ 日曜 日午後 1 時 ～ 4 時

対象／施設入居者の皆さん、ご家族の皆さん、施設の職

員の皆 さん、小牧市 民の皆 さん

場所／特別養護老人ホーム「オーネス ト桃花林」交流室

「 源安孝 イ ラス ト展・ 年越 し年賀 展」

F 諌 言 ／ 1 り日 1り 口 」一口記 口 端ヽL 立 在 1 日 1∩ 口 ＋ n記 ロ ヰ 7て

参加。前日の参加

意向が改めて説明

を要す る事態 にな

り、約30分遅 れで

始まる。以前、 身

体障害者援護施設

にい た M さ ん （6 8

歳） も参 加。彼 は

パー キ ンソン病 で

あるが、 ものづ く

りが好 きで、前 の

施設で も織物講座

（05 年 ） に参 加 し

てい る。 65歳過 ぎ

て特別養護老人ホ

ーム に転 居 し て き

た。軽い認知症の

0 さん 、 M さ ん の

二人 もハ サ ミを持

って図柄 を切 り始

める と、 夢 中 に な

って作 業 を進め る。 これ は前 出の 「手続 き記憶」 が機能

して い る よ う だ。 昔 か ら手 先 を使 う作 業 を して い た ら し

い。 実際、 制作作 業 は施設 の職員 の方 よ り早い。 印刷 す

ることの感 動 も人 一倍。帰 りに講 師の源 さんか らの カ レ

ンダー プ レゼ ン トも喜 ばれた。時 間か ら時間の作業 は と

もす る と、 カ ル キ ュ ラ ム の 通 り行 か な い場 合 も多 く、 今

回の経験 も得 難 い もの となった。「お くれ」は楽 しい事 も、

不快 な ス トレス へ と変 え て し ま う。 こ こ で の 版 画 は 図 柄

を選 択 して プ リ ン トす る楽 し さ に あ り、 印刷 す る こ との

興味 にあ る。そ こには納期 な ど存在 しな い。「『お くれ』

は文 明の抱 え る巨大 な 「成 果」 であ り、文 明 はそ うい う

「 お くれ」 に対 して、本 当 は もっ と寛 大 に、誠 実 に対 応

すべ きなのであ

野訝 欝 琵“警野 ”“若妻凄 豊萎 ㌦郎 穴。減 葦※竃思 索溝襲撃 ス「 モミ ／ ケ1 －r
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るこ とを 認 め 、 もっ と誰 もが 抱 え て い る もの と し て 、『お

くれ』 を計算 に入 れ る尺 度 を もった社会 を創 ってゆ くべ

きなのであ る。」（自閉症・ 村瀬 学） この ことは実際 の現

場に立 って初 めて分 か りうる事 柄で もあ った○

老 い とい う現象 は単 に身体 の老化、 事実 の喪失 として

は語 りえか 、ものを内包 してい る。 つ ま り、 問題 は老 い

とい う事 実 、 喪 失 とい う事 実 を、 一 人 ひ と りの 老 い ゆ く

者た ちが い か に 自 らの 体 験 とす る か 、 とい う と こ ろ に あ

る。 そ こ に 「ラ イ フ レヴ ュ ー ア ー ト」 の 立 つ べ き場 が あ

る。

▲＿ ′ ′ ▲ ノー」 ÷●



トの現場 か ら締 め 出 され るのは納得が いか ない。 この よ

うな レ ン トゲ ン室 の作 品 は ホ ワ イ トキ ュー ブ な 美 術 館 機

能に対 す る告発 に も似 て いる。

進化する記憶

長谷川哲展C rossin g

2 00 7 年 4 月 14 日 （土 ） ～ 30 日 （月 ） g alle ry フ ィ ー ル ア

ートゼ ロ 名古屋 市天 白区人事

場所 の イメー ジを強烈 に残 す空 間であ った。 ギ ャラリー

『フ ィール アー トゼ ロ』 が 移転 の ための最 後 の企画 展 と

して 開催 したのが長谷 川哲 さんの個展 だった。 この場所

は再 開発 による取 り壊 しが予定 され る建 物で、 すで に多

くの住 民が退去 した後 だ った。ギ ャラ リー の反対側 か ら

間違 って建物 に足 を

ふみいれ た とき、郵

便受けには転居不在
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場であ り交流 の場 として位置 づ け、 空 間自体 を見 る者 の

意識の中に残す。

こ こで 「可 視化」 とは視覚 問題 で も心理 問題で もな く

独自の構 造 的問題 であ る。作 品 は写真 の他 に対 比す るか

のよ うに「書物 」が あ る。書物 は「記 憶」 と「記録」へ

の問いの構造 としてあ る。最 近の仕事 で登場 す る「書物」

は時 間や歴史 を現 し、写真 との関係 で語 られるオ ブジ ェ

だが 、細 部へ の 関心 が これか らの面 白み に なる だろ う。

なぜ表現 者 で有 り続 け るの か。 なぜ 「浮遊者 」で有 り続

けなけれ ばな らないのか。 それ は彼 に とっての切実 な問

題であ り、表現 す る事 の根 幹 の よ うな気 がす る。（※長

谷川 さ ん は ラ イ フ レヴ ュ ー ア ー トで 2 00 8 年 10 月 に「家 族 」

をテーマに特養 「桃花林」で開催。）

▲2 0 0 9 年 「F in d e r」 展 か らス ナ ッ プ シ ョ ッ トよ り

7 、 ア ウ トサ イ ダ ー ・ ア ー ト

映画館 は満席 であ った。そ こにはヘ ンリー・ ダー ガー

を渇望す る若者 の姿が あった。最 近、若 い人 々に人気が
（注 6）

ある ア ウ トサ イ ダ ー ア ー トは 、 ヘ ン リ ー ・ ダ ー ガ ー

がその先鞭 を付けた。2007年 に東京の原美術館が開催 し

た「少女 たちの戟 いの物語 一夢 の楽園 l 展 。貧 困 と孤独

近発行 された 「宿命 の画天使 た ち」（注7）の本 の中で美術 評

論家 の三頭谷鷹史 さんは、知 的 障害者 の措 く鳥轍 図 は児

童画の要素が非常に強いと指摘する。児童画の影響が色

濃く、 美術教 育の過程 で デ ッサ ンな どを通 し、描 き方 が

矯正 され る。 つ ま り美術 教育 が決 め られ た描 き方 を教 え

てきた と言 える。障 害者の場合 、逆 にそ こか ら自由閥連

な表現 が生 まれ る。 それが見 る人 々に感銘 を与 えるのだ

が、社 会的 には アウ トサ イダー と呼 ばれ る。 しか し措 か

れて いる作 品その ものは イ ンサイ ダーであ る。最近 の動

きと して は、 さ ら に差 別 を定 着 させ る よ う な名 称 で あ る

アウ トサ イ ダ ー ア ー トと し て捉 え る よ り も 「ボ ー ダ レス

アー ト」（境 界 な きア ー ト） と して展 開 さ れ て い る 。

辻勇二 さんの絵

ヘ ンリー・ ダー ガー と対照 的に、辻 さんの作 品 は記憶

の中 の風 景 を眺望 し、 鳥 になったか の ような 自由 な、伸

び伸 び した世界 を表現 してい る。本人 を眼の 当た りに し

て謎が解 け た ような気 が した。 自閉 であ るが 明るい性格

なのか、作 業所 の休 日に 自宅 の窓辺 で絵 は制作 され る。

辻勇 二 さ ん は19 7 7年 に 豊



発表活動 を開始する。様 々な美術展での入選や受賞を経

て、 2 00 5 年 の ア ウ トサ イ ダー ア ー ト展 「措 か ず に はい ら

れない」（高 浜 かわ ら美術館 ） で アー テ ィス トと して注

目を集 めた。 昨年開催 され、 N H K の新 日曜美術館 で取

り上 げ られ 話 題 と な っ た 「ア ー ル ブ リ エ ッ ト／ 交 差 す る

魂」蔚 8）で も活躍す る アウ トサイ ダーアーチ ス トで ある。たましい

辻 さん は子供 の噴か ら絵 の才 能 に恵 まれ、小学校 の 頃

から続 く絵 日記 に は、彼 の平穏 な 日常 の記録が綴 られ て

いる。楽 しい旅 の記憶、車 窓か ら眺め る町並み、旅 先 の

東京 タワーか ら展 望 した風 景 な ど。絵 日記 に は今 も楽 し

い思い出が措かれる。軒 を連ねて並ぶ民家の屋根瓦 は彼

の一番好 きな風 景であ る。雑誌 のイ ンタ ビュー を行 った

豊橋 市役所 の最 上階 にある レス トランで も、眼下 に流れ

る豊川 と血液 の如 く流 れる国道一号 線 と周 辺の屋根 を じ

っと眺 めてい た。

服部憲政 さんの絵

服部 憲政 さんは1971年名 古屋生 まれ。幼 児期 に 自閉症

と診断 される。 1990年豊川擁 護学校高等部を卒業後、辻

さん と同 じ障害福 祉 サ ー ビス事業 所 「明 日香 」 に通 う。

1 99 5年 に 「干 支 作 品 コ ンクー ル」 でデ ビュー。 アウ トサ

イダー アー トの展 覧会 で数多 くの賞 を受賞 。彼 の絵 はナ

イー ブアー トに近 く、丹念 に塗 りこめ られた色彩 が美 し

い。魚や動 物 テーマ に した ものが多 く、独 自のハ イプ リ

ッ ト化 した動植物 達が ボー ダー なイメ ジー を生 む。

ア ー トの 世 界 で は ア ウ トサ イ ダ ー アー トと し て括 る こ

とで、排 除の論理 が生 まれる。 そ こにはニーズ 中心 の福

祉社 会 が形 成 され、 自閉症 とい う言 葉 の定着 と同 じ く、

アー トで も違 う世界 が常 に用 意 され る。 それは福祉 や美

術を巡 る問題の 中にあ り、 文化 的抑圧 や疎外 の一方 的 な

構図 は専 門家 と言われ る人 々の 中に根強 く存在す る。

「 自閉症概 念 の混 乱 ある いは誤用 、 さ らに差別 用語 と し

ての定着 とい う事 態 は 自閉症研究 者の責任 の らち外 にあ

るの だ ろ うか 。 筆 者 は こ の よ う な事 態 を もた ら した 少 な

くとも一 つの源泉 は専 門家 の 自閉症 諭そ の もの のなか に

ある、 と考 えている。 また近年 の児 童精神 医学界 は 自閉

症論 にか ぎらず、脳 神話 の復 活 を思わせ る ようにすべ て

を脳 に還元 しつ くしてみせ る生物学 主義 と病 児 あるい は

その家族への社会的、道徳的非難 を基調 とする心理主義

とに二分解 しつつ 退廃の極 み に達 してい る。そ して国家

はこの よ うな傾 向を きわめて巧妙 に障害児・ 者差別 に利

用して いるので ある。」（自閉症 とは何 か 小 澤勲 2 0 07

年洋泉社）

ふれあい アー ト展 （2 0 08年 10月 29 日～ 1 1月 3 日 名古 屋

市民 ギ ャラ リー矢 田） この企 画展 は県内 に 3 千人程 の会

員を有する愛知県知的障害児者生活サポー ト協会の主催

で開催 された。作 品は精神 障害、知 的障害 、 自閉な どを

抱えなが ら表現 活 動 に活路 を見 出す 事 を 目的 と してい

る。 こ こ で ア ー トは 日常 的 な 受 け皿 と し て働 い た の で あ

る。 応募 作 品201点全 て を展示 した。私 た ち は事 務局 の

知的障害援 護施設・ サ ンフ レン ドの川崎純 夫 さんか ら相

談され審査・ 展示 に参加 した。サ ンフレ ン ドは 70年代 に

「 虹 の絵 師」 と言 われ た山本 良比古 さん を見 出 した施 設

であ り、 山本 良比古 さん は知 的障害 、難聴 、言語障 害の

三重苦 を負 い なが らもそ の才 能 を伸 ば した。作 風 は精 密

な点描 法 と原 色 を使 った鮮 やか な色彩 による独 特 の もの

で「虹の絵師」「昭和の北斎」と称 され、山下晴の再来

とまで言 われた。 その彼の作 品 も展示 され、 数十年 ぶ り

に展示 室 に掲 げ られた絵 は、 日の 目を見、 点描画 の晴れ

やかな色彩 を見せ て くれ

た。 山本 さんは障害 のた

め絵 を措 く こ と さ え 出 来

なくな り、 現 在 は こ の 施

設で暮 ら してい る。

施 設で活躍 す るアウ ト
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アー トN P O の 地 平 （ラ イ フ レ ヴ ュ ー ア ー トへ ）

活動 のス テージ を作 って行 く。 これ らの活動 は さ らに発

展して行 くだろ う。特 に 「福祉 」の現場 で は人間の尊厳

を確保 す る活動 に も繋 が ってい る。 これか ら「アー トN

P O 」 に参加・ 協働 を 目指 す若 い人 に期待 す る と共 に、

団塊 の世 代 の活動 家 に も戟 線復 帰 をお勧 めす る。 また、

多くの貴 重 な ア ドバ イス を頂 い た友 人 の 団塊 の世 代 の

彼・ 彼 女 らに、 この場 を借 りて、感謝 を捧 げたい。

脚注



ッ トの比喩 で語 られた りす るな ど、現代 美術 の枠 を超 え、

広く現代 の文化全般 に関わ る概念 として使 われ る ことも

多くな っ た 。

（注 6）ヘ ン リー・ ダー ガー H e n ry D arg e r （18 92年 ～

1 973年）

両親 との早い死別、知的障害施設への収容を経て、青

年期か ら81歳 で亡 くなる まで、完全 な孤独 の 中で、膨大

な量 の物 語 と絵 画 を制作 。現在、作 品 は 「アウ トサ イダ

ーアー ト」 として世界 の主要 な美術 館 を巡 回 してい る。

（注7）「宿命の画天使たち」／三頭谷鷹史著

国民的 画家 「 山下 清」 の過 ご した八 幡学 園 での 日々、

学園の もう一 人の天才 画家、沼祐 一 に もスポ ッ トを当て

た知 的障害児 たちの評論 。美術 の観点 か ら問題 に され な

かった彼 らの作 品 に も迫 る労作 。

（注 8 ） ア ー ル ブ リ エ ッ ト

「生 の 芸 術 」 とい う意 味 の フ ラ ンス 語。 a rtは 芸術 、

b ru tは ワ イ ン な どが 生 （き）の ま まで あ る よ うす を い い 、

画家の ジ ャン・ デ ュ ビュッフェが 19 4 5年 に考案 したカテ

ゴ リー で あ る 。

正 規の美術教 育 を受 けていない人 が 自発 的に生み 出 し

た、 既存 の芸術 の モー ドに影響 を受 けてい ない絵画 や造

形の こ と。 精 神 を病 ん だ 者 に よ る芸 術 、 とい うニ ュ ア ン

スは持 ってい ないが、精神 の療養 の手段 として絵 を措 く

な どの創 造 行為 が 有効 で あ る と しば しば考 え られ るた

め、治療 の一環 として措 いた絵が後 に アール・ ブ リエ ッ

ト作 品 と して 評 価 を 受 け る とい う ケ ー ス が 多 い 。 ヨー ロ

ッパで は、差別 的 な芸術作 品 として見 られ るこ とが多 く、

収蔵 された作 品の作 家が 、収蔵 を拒否 するケ ース もあ る。
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